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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第106期

第２四半期連結
累計期間

第107期
第２四半期連結

累計期間
第106期

会計期間

自平成25年
　４月１日
至平成25年
　９月30日

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成25年
　４月１日
至平成26年
　３月31日

売上高 （百万円） 49,951 60,720 104,786

経常利益 （百万円） 2,506 2,564 4,774

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,120 1,323 2,188

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,338 1,535 5,828

純資産額 （百万円） 41,395 40,746 39,751

総資産額 （百万円） 85,781 101,004 97,403

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 30.76 36.34 60.11

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.3 37.5 38.0

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,931 3,895 6,487

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △3,883 △2,756 △11,978

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 4,362 2,451 5,477

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 11,389 11,612 8,177

 

回次
第106期

第２四半期連結
会計期間

第107期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成25年
　７月１日
至平成25年
　９月30日

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.35 21.65

 

 

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当り四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間の当社グループを取り巻く経済環境は、国内においては、政府の経済政策を背景に

総じて緩やかな回復傾向が続いているものの、消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動や物価上昇等により、

景気の先行きは不安定な状況にあります。一方、海外においては、米国は、金融緩和の縮小による影響が懸念さ

れるも、堅調な個人消費などに支えられ景気回復の傾向が継続しています。欧州は、ユーロ圏では緩やかな回復

基調にありますが、ロシアは、不安定な政治経済の状況による市場環境の冷え込みなど先行きに不透明感がみら

れます。中国は、安定した需要を背景に底堅く推移しました。アジアは、インドでは持ち直しの動きがみられる

ものの、アセアン地域では総じて足踏み状態となっております。

このような環境のなか、当第２四半期連結累計期間の売上高は、昨年末に子会社化したガイガー オートモー

ティブ社を第1四半期から連結対象としたこと等により607億20百万円と前年同期に比べ、107億69百万円（前年同

期比21.6％増）の増収となりました。営業利益につきましては、21億54百万円（前年同期比4.6％減）と減益とな

りましたが、為替差益の計上等により、経常利益は25億64百万円（前年同期比2.3％増）、四半期純利益は13億23

百万円（前年同期比18.1％増）とそれぞれ増益となりました。

 

所在地別セグメントの業績は、以下のとおりであります。

①　日本

国内自動車販売台数の減少等により、売上高は192億18百万円（前年同期比4.3％減）となりました。営業利

益は主に売上の減少等により、７億62百万円（前年同期比56.5％減）となりました。

②　北南米

自動車需要回復に伴う新規受注製品の増加および為替換算による影響等により、売上高は180億38百万円

（前年同期比9.7％増）となりました。また営業利益は売上の増加及び原価改善効果等により、５億82百万円

（前年同期比2468.2％増）となりました。

③　欧州

昨年末に子会社化したガイガー オートモーティブ社を第1四半期から連結対象とした影響等により、売上高

は121億25百万円（前年同期比378.1％増）、営業利益は５億７百万円（前年同期比1606.9％増）と大幅な増

収、増益となりました。

④　中国

新工場の本格稼働の寄与により、売上高は43億32百万円（前年同期比19.0％増）となりました。また、売上

増加による増益効果がありましたものの、新規製造拠点の立ち上がり費用の計上等により１億34百万円の営業

損失（前年同期は１億64百万円の営業損失）となりました。

⑤　アジア

当期は、タイでの政情不安などによる景気低迷の影響や自動車購入支援政策終了による需要の反動減等が影

響し、売上高は70億７百万円（前年同期比3.3％減）、営業利益は５億15百万円（前年同期比39.6％減）とな

りました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により38億95百万円増加、投資活動によ

り27億56百万円減少、財務活動により24億51百万円増加などの結果、当第２四半期連結会計期間末には116億12百

万円（前連結会計年度末比34億35百万円増加）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動により得られた資金は、税金等調整前四半期純利益が25億19百万

円、減価償却費が25億68百万円、売上債権の増加による資金減13億72百万円、法人税等の支払による資金減が17

億30百万円あったことなどにより、38億95百万円（前年同四半期比９億63百万円の資金の増加）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動に使用された資金は、自動車部品事業を中心とした有形固定資産

の取得による支出30億16百万円等により、27億56百万円（前年同四半期比11億27百万円の資金の増加）となりま

した。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動により得られた資金は、長期借入金の増加による収入47億２百万

円、長期借入金の返済による減少13億66百万円等により、24億51百万円（前年同四半期比19億11百万円の資金の

減少）となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、14億52百万円であります。

　なお当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 144,848,000

計 144,848,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発行
数(株)

（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 37,112,000 37,112,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 37,112,000 37,112,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

 

平成26年７月１日～

平成26年９月30日

 

－ 37,112,000 － 3,481 － 2,969
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町１番地 2,997 8.08

神鋼商事株式会社 大阪府大阪市中央区北浜２丁目６番18号 2,212 5.96

本田技研工業株式会社 東京都港区南青山２丁目１－１号 2,000 5.39

スズキ株式会社 静岡県浜松市南区高塚町300 1,600 4.31

有限会社竹田コーポレーション 東京都世田谷区代沢１丁目29－10 1,500 4.04

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 1,419 3.82

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目8-11 1,404 3.78

株式会社常陽銀行 茨城県水戸市南町２丁目５番５号 1,243 3.35

アルコニックス株式会社 東京都千代田区永田町２丁目11番１号 780 2.10

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 658 1.77

計 － 15,815 42.62

　（注）１．上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数は、すべて信託業務にかかる株式数でありま

　　　　　　す。

　　　　２．上記のほか、自己株式が716千株あります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　 716,100 － 　－

完全議決権株式（その他） 　普通株式　36,375,100 363,751 　－

単元未満株式 　普通株式　　　20,800 － 　－

発行済株式総数 37,112,000 － －

総株主の議決権 － 363,751 －

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

三櫻工業株式会社
東京都渋谷区恵比寿一丁

目23番23号
716,100 － 716,100 1.93

計 － 716,100 － 716,100 1.93

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,308 11,675

受取手形及び売掛金 17,425 18,503

商品及び製品 4,459 4,279

仕掛品 5,447 5,117

原材料及び貯蔵品 8,689 8,305

繰延税金資産 1,159 921

その他 2,802 2,980

流動資産合計 48,290 51,780

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 15,742 15,734

機械装置及び運搬具 53,244 53,013

工具、器具及び備品 9,639 9,690

土地 3,993 4,159

リース資産 202 216

建設仮勘定 3,003 3,574

減価償却累計額 △52,363 △53,061

減損損失累計額 △47 △47

有形固定資産合計 33,413 33,278

無形固定資産   

のれん 1,116 869

リース資産 76 59

その他 1,449 1,261

無形固定資産合計 2,641 2,189

投資その他の資産   

投資有価証券 7,088 7,969

長期貸付金 3 2

繰延税金資産 5,449 5,263

その他 520 525

投資その他の資産合計 13,060 13,758

固定資産合計 49,113 49,225

資産合計 97,403 101,004
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,781 12,206

短期借入金 14,074 12,680

未払金 1,631 1,422

リース債務 56 58

未払法人税等 1,534 825

未払消費税等 397 465

賞与引当金 942 1,226

役員賞与引当金 37 54

製品保証引当金 136 165

その他 2,060 2,804

流動負債合計 33,646 31,905

固定負債   

長期借入金 6,029 9,860

リース債務 426 355

繰延税金負債 73 179

役員退職慰労引当金 174 174

退職給付に係る負債 17,239 17,726

その他 65 60

固定負債合計 24,006 28,354

負債合計 57,652 60,258

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,481 3,481

資本剰余金 2,998 2,998

利益剰余金 31,979 32,806

自己株式 △477 △477

株主資本合計 37,981 38,808

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,817 3,444

為替換算調整勘定 △37 △706

退職給付に係る調整累計額 △3,752 △3,624

その他の包括利益累計額合計 △972 △887

少数株主持分 2,742 2,825

純資産合計 39,751 40,746

負債純資産合計 97,403 101,004
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 49,951 60,720

売上原価 41,773 52,038

売上総利益 8,178 8,682

販売費及び一般管理費 ※１ 5,919 ※１ 6,527

営業利益 2,259 2,154

営業外収益   

受取利息 17 16

受取配当金 55 91

為替差益 379 539

その他 34 99

営業外収益合計 484 744

営業外費用   

支払利息 191 272

その他 46 62

営業外費用合計 238 334

経常利益 2,506 2,564

特別利益   

固定資産売却益 1 5

特別利益合計 1 5

特別損失   

固定資産売却損 － 2

固定資産除却損 144 48

特別損失合計 144 50

税金等調整前四半期純利益 2,363 2,519

法人税、住民税及び事業税 1,150 1,046

法人税等調整額 △165 △25

法人税等合計 986 1,021

少数株主損益調整前四半期純利益 1,377 1,498

少数株主利益 258 175

四半期純利益 1,120 1,323
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,377 1,498

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 480 626

為替換算調整勘定 1,481 △717

退職給付に係る調整額 － 129

その他の包括利益合計 1,961 37

四半期包括利益 3,338 1,535

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,904 1,408

少数株主に係る四半期包括利益 435 127
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,363 2,519

減価償却費 2,241 2,568

のれん償却額 － 113

有形固定資産除却損 144 48

受取利息及び受取配当金 △72 △106

支払利息 192 272

有形固定資産売却損益（△は益） △1 △3

売上債権の増減額（△は増加） △1,272 △1,372

たな卸資産の増減額（△は増加） △67 481

仕入債務の増減額（△は減少） △146 △398

賞与引当金の増減額（△は減少） 151 284

未払金の増減額（△は減少） 991 △171

退職給付引当金の増減額（△は減少） 455 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 566

その他 △699 974

小計 4,282 5,774

利息及び配当金の受取額 72 106

利息の支払額 △160 △255

法人税等の支払額 △1,263 △1,730

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,931 3,895

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,682 △3,016

有形固定資産の売却による収入 1 3

投資有価証券の取得による支出 △8 △10

その他 △193 267

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,883 △2,756

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 608 △423

長期借入れによる収入 5,161 4,702

長期借入金の返済による支出 △984 △1,366

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △382 △419

少数株主への配当金の支払額 △42 △44

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,362 2,451

現金及び現金同等物に係る換算差額 268 △155

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,678 3,435

現金及び現金同等物の期首残高 7,710 8,177

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 11,389 ※１ 11,612
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を残存勤務期間に基づく割

引率から単一の加重平均割引率へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が119百万円増加し、利益剰余金が77百万

円減少しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益へ

の影響は軽微であります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　１．保証債務

 連結会社以外の会社等の金融機関からの借入に対する保証債務は下記の通りであります。

前連結会計年度
（平成26年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

従業員 7百万円 従業員 5百万円

計 7 計 5

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日

　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

運送費 898百万円 903百万円

従業員給与・賞与 2,270 2,792

技術研究費 717 930

退職給付費用 137 279

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 11,520百万円 11,675百万円

預金期間が３ヶ月を超える定期預金 △131 △63

現金及び現金同等物 11,389 11,612
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

配当に関する事項

 

（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当金
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年

５月14日

取締役会

普通株式 382 10.5
平成25年

３月31日

平成25年

６月３日
利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当金
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年

11月12日

取締役会

普通株式 382 10.5
平成25年

９月30日

平成25年

 12月２日
利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当に関する事項

 

（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当金
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年

５月14日

取締役会

普通株式 419 11.5
平成26年

３月31日

平成26年

６月２日
利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当金
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年

11月13日

取締役会

普通株式 419 11.5
平成26年

９月30日

平成26年

12月１日
利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

 日本 北南米 欧州 中国 アジア 計

売上高         

(1)外部顧客への

売上高
20,084 16,444 2,536 3,640 7,247 49,951 － 49,951

(2)セグメント間

の内部売上高

又は振替高

8,563 72 － 994 109 9,738 △9,738 －

計 28,647 16,516 2,536 4,634 7,356 59,689 △9,738 49,951

セグメント利益

又は損失（△）
1,752 23 30 △164 852 2,492 △233 2,259

（注）１ 調整額は以下のとおりであります。

(１) 売上高の調整額△9,738百万円は、セグメント間取引消去の金額であります。

(２) セグメント利益又は損失（△）の調整額△233百万円には、たな卸資産等の調整額△212百万円が含

まれております。

２ セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

 日本 北南米 欧州 中国 アジア 計

売上高         

(1)外部顧客への

売上高
19,218 18,038 12,125 4,332 7,007 60,720 － 60,720

(2)セグメント間

の内部売上高

又は振替高

7,783 111 － 937 105 8,936 △8,936 －

計 27,001 18,148 12,125 5,269 7,112 69,656 △8,936 60,720

セグメント利益

又は損失（△）
762 582 507 △134 515 2,231 △76 2,154

（注）１ 調整額は以下のとおりであります。

(１) 売上高の調整額△8,936百万円は、セグメント間取引消去の金額であります。

(２) セグメント利益又は損失（△）の調整額△76百万円には、のれんの償却額△51百万円、顧客関連資

産の償却額△56百万円およびたな卸資産等の調整額37百万円が含まれております。

２ セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

１．取得原価の当初配分額に重要な修正がなされた場合の修正内容及び金額

　前連結会計年度では、ガイガー・オートモーティブ Gmbh及びその子会社計2社の取得原価の配分について、連

結財務諸表作成時点における入手可能な合理的な情報等に基づき暫定的な会計処理を行っており、取得原価の配

分は確定しておりませんでした。

　当第２四半期連結会計期間における取得原価の配分の見直しによるのれんの修正額は次のとおりであります。

 

修正科目 のれんの修正金額

のれん（修正前） 885百万円

土地 △196百万円

繰延税金負債 58百万円

その他取得原価調整額 △41百万円

修正金額合計 △179百万円

のれん（修正後） 705百万円

 

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 30円76銭 36円34銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,120 1,323

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,120 1,323

普通株式の期中平均株式数（千株） 36,396 36,396

  （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

当社は、平成26年11月13日の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………419百万円

（ロ）１株当たり配当額…………………………………11円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成26年12月１日

（注）平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月13日

三櫻工業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 芝田　雅也　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 沼田　敦士　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三櫻工業株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三櫻工業株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１.　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。

２.　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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